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リッパ 及び ギ ャ ング リッパ B 6600 1978 

の 構造の 安全 基準 （1 胃 確認） 

:>afety standards for Construction or Rip ^aw and Gang Rip Saw 



1. 適用 範囲 この 規格 は， 木材 加工に 使用す るリ ッパ 及び ギャング リ ッパの 構造の 安全 基準に ついて 規定す る。 

備 老 リ ッ パ （'） 及び ギ ャ ソ グ リ ッ パは， こ の 規格の 規定 以外に 労働 安全 衛生 法 （労働 安全 衛生 規則 及び 木材 加工 用 丸の こ 盤 

並びに その 反ば つ 予防 装置 及び 歯の 接触 予防 装置の 構造 規格） にもよ ら なければ ならない。 
注 （1) JIS B 6512 (リツ ブソー） を 参照の こと。 

2。 用語の 意味 この 規格で 用いる 主な 用語の 意味 は， 次のと おりと する。 

(1) 加圧 装置 工作物 を 上方から 加圧しながら， 送材 装置に よる 送材を 確実に するとと もに 工作物の 逆 走 を 予防す 
る 機能 を もつ 装置。 

(2) 送材 装置 工作物 を 載せ， 加圧 装置と ともに これ を 保持して 自動的に 送る 装置。 

(3) のこ みぞ 丸の この 歯 先 を 通す ため， あらかじめ 設けられた キヤ タビラ ピース 中央の みぞ （図 1 参照）。 

(4) 反ば つ 防止 づめ 逆 走しょう とする 工作物 表面に 直接 食い込んで 逆 走 を 防止す る 役割 を もつつ め。 

(5) 跳ね返り 防止 づめ 端材， 木片 等の 跳ね返り を 受け止める 役割 を もつつ め。 

(6) 上部 づめ 上方から 工作物の 表面に 作用す るつ め。 

(7) 下部 づめ 下方から 工作物に 作用す るつ め。 

3, リ ッ パ 

3.1 加圧 装置 リッパに は， 加圧 装置と して 押さえ ロール， 加圧ば ね， 昇降 装置 等で 構成され る 押さえ ロール 装置 
を 備え， 次に よらなければ ならない。 . 

(1) のこ 軸が テ— ブルより 上に ある リッパで は， 押さえ ロール は， 主 ロールと 分割 ロールと し， 主 ロール は 丸の 
この 前後に 少なく とも 1 本ず つ， 分割 ロール は， のこ 身 を はさむ 位置に 少なく とも 2 組 備えなければ なら 
ない。 

(2) のこ 軸が テ— プルより 下に ある リ ッパ では， 主 ロール を 丸の この 前後に 少なく とも 2 本ず つ 備えなければ な 
ら ない。 

(3) 主 ロールの 長さ は， 送材 装置の 幅 を 基準と し， 工作物 を 十分に 押さえる ことができる もので なければ ならな 
い。 

(4) 分割 ロールと のこ 身との 間隔 は， のこ 径 350 mm 以下の リッパで は 4 mm を， のこ 径 350 mm を 超える リ 
ッ パ では 6 mm を 超えて はならない。 

(5) 押さえ ロールの 材料 は， JIS G 5501 (ねずみ 祷鉄 品） に 規定す る FC 20 又は これと 同等 以上の 引 張 強さ を 



引用 規格： JIS B 6512 リ ッ プソ— 

JIS G 3101 一般 造 用 圧延 鋼材 

JIS G 5501 ねずみ 祷鉄品 

JIS G 5502 球状 黒 鈴 祷鉄品 
関連 規格： JIS B 0114 木材 加工 機械の 名称に 関する 用語 

JIS B 4802 木工 用 丸の こ 

JIS B 6501 木材 加工 機械の 試験 方法 通則 
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もつ ものと する。 ただし， 工作物に きず をつ けないた め， 押さえ ロールの 表面 材に ゴム， 合成樹脂 等 を 用い 
る ことができる。 

(6) 押さえ ロールの 加圧ば ね は， 工作物の 浮き上がり を 確実に 防止す る ことができる 強さ を もつ もので なければ 
ならない。 

(7) 各 押さえ ロール は， 確実な 送材が 可能な ように， 次の 各項 目について 十分に 注意し なければ ならない。 

(a) のこ 軸と 各 押さえ ロールとの 平行 度。 

(b) キヤ タビラ チェーン 又は 送り 口 ールの 上面と 各 押さえ ロールと の 平行 度。 
( C ) 送材 装置の 送材 方向 と 各 押さえ ロー ル 軸に 垂直な 面 と の 平行 度。 

(d) 各 押さえ ロールの 円筒 度。 

(8) 押さえ ロールの 昇降 装置 は， 工作物の 厚さに 応じて 高さ を 調整で きる もので， 押さえ ロールの 昇降 量 を 正確 
に 読み取れる 構造と し， 送材 中に 上下 方向に 動かない よ う に 固定で きる 機構で なければ ならない。 

3.2 送材装 a リッパに は， 送材 装置と して キヤ タビラ 装置 又は 送り 口一 ル 装置 を 備え， 次に よらなければ なら 



(1) キヤ タビラ チェ— ンの幅 は， 加圧 装置と ともに 工作物 を 十分に 保持して 送材 できる もので なければ ならない。 

(2) キヤ タビラ ピースの 材料 は， JISG 5501 に 規定す る FC25 又は これと 同等 以上の 引 張 強さ を もち， 耐摩 

耗 性の 高い 材料で なければ な ら ない。 ただ し， のこ 径 300 mm 以下で 送 り 用 モータ の 定格 出力 0. 75 kW 以 
下の リッパに ついては， 引 張 強さ はこの 限りで ない。 

(3) キヤ タビラ ピースの 表面 は， 工作物との 間に 滑りの 生じに く いよう な 構造 を もつ もので なければ ならない。 

(4) キヤ タビラ ピースの のこ みぞに は， 図 1 のように ゴム， 強化 木， 鉛， シ一 ル材 等の 充てん 材を 脱落す る こと 
のない よ う に 十分 強固に 堙め 込まなければ ならない。 



(5) キヤ タビラ チェーン は， 確実な 送材が 可能な ように， 次の 各項 目について 十分 注意し なければ ならない。 

(a) のこ 軸 中心 線 と キヤ タビラ チヱ— ン 上面 と の 平行 度。 

(b) のこ 軸 中心 線に 垂直な 面と キヤ タ ビラ チェーン 走行 方向との 平行 度。 
( C ) のこ 軸 上下動 と キヤ タビラ チュー ン 上面 と の 直角 度。 

(d) キヤ タビラ チェ一 ン 走行 方向の 真直 度。 

(e) テー ブル 面 か ら キヤ タビラ チヱ 一 ン 上面 ま での 高さ。 

(6) 送材 装置が 送り ロール 装置で ある 場合に は， 送り ロールの 数， 配置， 押さえ ロールとの 組合せ 等に 注意し， 
送材 中に 工作物の 急激な 上下動が 生じない よ う な 構造と しなければ ならない。 

また， 運転 中に 上下の 口— ルの 間に 手が 入らない ような 構造で なければ ならない。 
3.3 反ば つ 防止 づめ 及び 跳ね返 リ 防止 づめ 
3.3.1 リッパの 工作物 送 入 側に は， 跳ね返り 防止 づめを 必ず 備えなければ ならない。 



ない。 



図 1 のこ みぞと 充てん 材 
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また， 必要に応じて， 反ば つ 防止 づめを 備えなければ ならない。 
3.3.2 つめの 構造， 形状 及び 寸法 つめの 構造， 形状 及び 寸法 は， 次に よる。 

(1) 反ば つ 防止 づめ 反ば つ 防止 づめ は， 原則として 上部 づめ とし， 図 2 に 示す 形状 （ 2 ) で 次の ような 寸法の 
範囲の ものと する。 

なお， つめの 先端 は， 十分， 鋭利で なければ ならない。 

図 2 つめの 形状 及び 寸法 
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注 この 形状 は， 規定す る 寸法の 範囲 内で 変更す る ことができる。 

(a) は， 支 軸の 直径に ほぼ 等しい ものと し， 支 軸の 直径 は， 逆 走に よる 衝撃に 十分 耐える 大きさで なけれ 
ばなら ない。 

(b) み 及び ん は， ゴ 以上と する。 

(C) は， 100 mm 以上と する。 ただし， やむ を 得 ずん を 100 mm 未満に する 場合に は， その 接触 荷重 （ 3 ) 

を 増す か， 又は 接触 角 CL (図 4 参照） を 規定の 範囲 C) で できる 限り 大き く 保つ よ う にす る。 

注 C) つめが， その 先端 部で 工作物に 接触して いると きに つめに よって 工作物が 受ける 荷重。 

0) 3 . 3. 4 つめ 列の 数， 幅 及び 高さの （2) の （a )。 

(d) 力 は' 8mm 以上と する。 

(e) /9 は， 30° 以上 60° 以下と する。 

(2) 跳ね返 リ 防止 づめ 跳ね返 り 防止 づめ は， 上部 づめ と し， 上部 づ めの 形状 及び 寸法 は， （ 1 ) の 反ば つ 防 
止づ めの 規定に よる。 ただし， 力 は 3mm 以上 12inm 以下と し， ん が 長い ほど/^ を 大きく する。 
3.3.3 つめの 材料 つめの 材料 は， 次に よる。 

(1) 反ば つ 防止 づめ 反ば つ 防止 づ めの 材料 は， JIS G 3101 ( —般 構造 用 圧延 鋼材） に 規定す る SS 41 又は 
これと 同等 以上の 機械的 性質 を もつ ものと し， 先端 は 硬化 処理 を 行って 耐 摩耗 性 を 高く する。 

(2) 跳ね返り 防止 づめ 跳ね返り 防止 づ めの 材料 は， JIS G 3101 に 規定す る SS 41 又は これと 同等 以上の 機 
械的 性質 を もつ ものと する。 

3.3.4 つめ 列の 数， 幅 及び 高さ つめ 列の 数， 幅 及び 高さ は， 次に よる。 
(1) つめ 列の 数 及び 幅 

(a) のこ 怪 350 mrn を 超える リ ッパ について は， 反ば つ 防止 づめを 1 列 以上， 跳ね返り 防止 づめを 2 列 以上 
配列す る。 

(b) のこ 径 350 inm 以下の リッパに ついては， 跳ね返り 防止 づめを 2 列 以上 配列す る。 この場合， 1 列の 
つめ を 反ば つ 防止 づ めに 代える ことができる。 

(c) 各 列の つめ は， 相互に 自由に 支 軸の 周りに 動き 得る 状態で， できるだけ すき 間な く 並んで いなけれ ばな 
ら ない。 
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(d) 反ば つ 防止 づ めの つめ 列の 幅 は， 主 ロールの 長さ 以上と する。 

(e) 跳ね返り 防止 づ めの つめ 列の 幅 は， 丸の この 中心から 左右に 十分に 延びて いなければ ならない。 この 場 
合図 3 に 示す よ うに， キヤ タビラ チヱ ーン 上面 又は 送り ロール 上面に おいて， いずれ か- 一つの つめ 列 
の 端が， 丸の この 中心から 15° 以上 開いて いるもの とする。 

図 3 つめ 列の 幅 （リ ツバ） 



(f ) 跳ね返 り 防止 づ めの つめ 列の 各 列 間で 個々 のつ め は， 図 3 に 示す よ う に 千鳥 配列と しなければ ならない; 
(2) つめ 列の 高さ 

(a) 反ば つ 防止 づ めの つめ 列の 高さ は， 機械の 調節， 工作物の 厚さの いかんに かかわらず， つめの 先端が 常 
に 工作物 表面と 接触した 状態に 保 たれ， かつ， つめの 接触 角" （図 4) 力、 常に 65° 以上 80。 以下の 条 
件 を 満足す る 高さで なければ ならない。 



(b) 跳ね返り 防止 づ めの つめ 列の 高さ は， 機械の 調節の いかんに かかわらず， つめの 先端が， 常に キヤ タピ 
ラ チ- — ン' 又は テーブルに 接触した 状態に 保 たれる 高さで なければ ならない。 

また， つめ は 送 入され る 工作物に よって 大きな 抵抗が なく 押し上げられ， その 通過 後に は 速やかに 元 
の 位置まで も どらなければ ならない。 

(C) 反ば つ 防止 づ めの つめ 列に は， つめの 側 方への ずれ 及び 反転 防止の ための ス ト ッパを 設けなければ な 
ら ない。 

(d) スト ッパ は， 跳ね返り 又は 逆 走に よる 衝撃に 十分に 耐える もので なければ ならない。 




図 4 接触 角 
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3.4 集 じん カバー リッパに は， のこくず， 切りく ず 等の 落下に よって， 送材 装置， 加圧 装置， 反ば つ 防止 づめ及 

び 跳ね返り 防止 づ めの 機能が 損なわれな いように， 集 じん カバー を 備えなければ ならない。 集 じん カバ— は， のこくず， 
切り く ず 等の 集 じん 口への 流れ を 円滑にして 集 じんの 効率 を 高める ため， 次の 各項 目について 十分に 注意し なければ な 
ら ない。 

(1) 集 じん カバー 内面の 構造 及び 形状。 

(2) 集 じん 口の 取 付 位置 及び 方向。 

(3) 吸 込み 風 量。 

3.5 その他の 装置 リッパに は， 安全性 を 増す ため， 次の ような 装置 を 取り付ける ことが 望ましい。 

(1) のこ 軸 及び 送材 装置の ブレーキ 装置。 

(2) 停電 時の 自動 開路式 動力 用 スィッチ。 
4. ギヤ ンゲ リッパ 

4.1 加圧 装置 ギャング リッパに は， 加圧 装置と して 押さえ ロール， 加圧ば ね， 昇降 装置 等で 構成され る 押さえ 口 
ール 装置 を 備え， 次に よらなければ ならない。 

(1) 押さえ ロール は， 丸の この 前後に 少なく とも 1 本ず つ 備えなければ ならない。 

(2) 押さえ ロールの 長さ は， 送材 装置の 幅 を 基準と し， 工作物 を 十分に 押さえる ことができる もので なければ な 
ら ない。 

(3) 押さえ ロールの 材料， 加圧ば ね， 平行 度， 昇降 装 鼠 等 は， 3. リッパの 3.1 の （5), (6)， （7) 及び （8) 

の 規定に よる。 

4.2 板 押さえ 装置 ギャング リッパに は， ひき 材 中に 工作物が 浮き上が るの を 防止す る 板 押さえ 装置 を 備え， 次に 
よらなければ ならない。 

(1) 板 押さえの 取 付 装置 は， 板 押さえの 下 面が， 常に 工作物の 送り 方向と 平行になる ように 板 押さえ を 取り付け 
る ことので きる もので なければ ならない。 

(2) 板 押さえの 取 付 装置の 加圧ば ね は， 板 押さえが 工作物 を 押さえる 力 を 調節で きる もので なければ ならない。 

(3) 板 押さえ 装置の 加圧ば ね 及び 板 押さえ は， 工作物の 浮き上がり を 防止す る ことができる 強さ を もつ もので 
なければ ならない。 

4.3 送材 装置 ギャング リッパに は， 送材 装置と して キヤ タビラ 装置 又は 送り ロール 装置 を 備え， 次に よらな け 
れ ばなら ない。 

(1) キヤ タビラ ピースの 材料 は， JIS G 5501 に 規定す る FC25 又は これと 同等 以上の 引 張 強さ を もち， 耐摩 
. 耗 性の 高い 材料で なければ ならない。 

(2) キヤ タビラ チヱ ーンの 幅， キヤ タビラ ビースの 表面， キヤ タビラ チヱ一 ンの 平行 度， 送り ロールの 数等 は， 
3. リッパの 3.2 の （1), (3)， （5) 及び （6) の 規定に よる。 

4. 4 反ば つ 防止 づめ 及び 跳ね返 り 肪止づ め 
4. 4.1 ギャング リ ッ 'パの 工作物 送 入 側に は， 反ば つ 防止 づめ 及び 跳ね返り 防止 づめを 必ず 備えなければ ならな 

い。 

4.4.2 つめの 構造， 形状 及び 寸法 つめの 構造， 形状 及び 寸法 は， 次に よる。 

(1) 反ば つ 防止 づめ 反ば つ 防止 づめは 上部 づめ とし， その 構造， 形状 及び 寸法 は， 3. リッパの 3.3.2 の 
(1) の 規定に よる。 

(2) 跳ね返り 防止 づめ 跳ね返り 防止 づめ は， 上部 づめ 及び 下部 づめ とする。 

上部 づ めの 形状 及び 寸法 は， 3. リッパの 3.3.2 の （2) の 跳ね返り 防止 づ めの 規定に よる。 
なお， 下部 づ めの 形状 及び 寸法 は， 4.4.4 の （2) の （b) の 規定 を 満足す るた めに 図 2 のみ 及び 《2 を 
大きく する ほか は， 上部 づ めと 同様と する。 




— ■ 
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(d) つめの 作動 及び 配列 は， 3. リッパの 3.3.4 の （1) の （C) 及び （f) の 規定に よる。 
(2) つめ 列の 高さ 

(a) 反ば つ 防止 づめ 及び 跳ね返り 防止 づ めの つめ 列の 高さ， スト ッパ等 は， 3. リッパの 3.3,,4 の （2) の 

規定に よる。 

(b) 跳ね返り 防止 づ めの 下部 づ めの つめ 列の 高さ は， 機械の 調節の いかんに かかわらず， つめの 先端が， 常 
に キヤ タ ビラ チェーン 上面 又は 送り ロール 上面よ り 十分に 上方に 突出した 状態に 保 たれる 高さで なけ 
れ ばなら ない。 

また， つめ は 送 入され る 工作物に よって 大きな 抵抗が なく 押し下げられ， その 通過 後に は 速やかに 元 
の 位置まで も どらなければ ならない。 
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4. 4.3 つめの 材料 つめの 材料 は， 次に よる。 

(1) 反ば つ 防止 づめ 反ば つ 防止 づ めの 材料 は， 3. リッパの 3.3.3 の （1) の 規定に よる。 

(2) 跳ね返り 防止 づめ 跳ね返り 防止 づ めの 上部 づ めの 材料 は， 3. リッパの 3.3.3 の （2) の 規定に よる。 

なお， 下部 づ めの 材料 は， JIS G 3101 に 規定す る SS41, JIS G 5502 (球状 黒鉛 涛鉄 品） に 規定す 

る もの 又は これらと 同等 以上の 機械的 性質 を もつ ものと する。 
4. 4.4 つめ 列の 数， 幅 及び 高さ つめ 列の 数， 幅 及び 高さ は， 次に よる。 
(1) つめ 列の 数 及び 幅 

(a) つめ 列の 数 は， 反ば つ 防止 づめを 1 列 以上， 跳ね返り 防止 づめを 2 列 以上 配列す る。 

(b) 反ば つ 防止 づ めの つめ 列の 幅 は， 丸の この 最大 取 付け 幅 以上と する。 

(C) 跳ね返り 防止 づ めの つめ 列の 幅 は， 左右の 最も 外側の 丸の この 中心から 左右に 十分に 延びて いなければ 
ならない。 この場合 図 5 に 示す ように， キヤ タビラ チヱ— ン 上面 又は 送り ロール 上面に おいて， いず 
れか 一つの つめ 列の 両端が， それぞれ 左右の 最も 外側の 丸の この 中心から 15° 以上 開いて いなけれ ばな 
ら ない。 ただし， 側 方 防護 板 を 跳ね返り 防止 づ めの つめ 列の 端に 接して 備える 場合に は， この 限りで 
ない。 

図 5 つめ 列の 幅 （ギヤ ンゲ リッパ） 
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4.5 側 方 防護 板 ギャング リッパに は， 側 方に 飛び出す 端材を 捕らえる 側 方 防護 板 を 備えなければ ならない。 
4.6 集 じん カバー 3. リッパの 3.4 の 規定に よる。 

4.7 その他の 装置 ギャング リッパに は， 安全性 を 増す ため， 次の ような 装置 を 取り付ける ことが 望ましい。 

(1) のこ 軸 及び 送材 装置の ブレーキ 装置。 に 

(2) '停電 時の 自動 開路式 動力 用 スィッチ。 
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JIS B 6600 1978 
リ ツバ 及び ギャング リ ツバの 構造の 安全 基準 解 説 



1, まえがき 近年の 木材 加工 機械 業界に おける 技術の 進歩 はめ ざま しい ものが あり， その 性能の 向上 は 著しい もの 
が ある。 高速 化， 高 出力 化された 機械 は， 操作の 便利 や 生産性の 向上 はもと より， 高度に 加工され た 製品 を も 生産 可能 
にまでし ている。 しかし， 反面， 大部分 を 多くの 中小企業が 受け もっている 木材 加工 業界に おける 労働災害 は 極めて 多 
く， 製造業の なかで も 上位 を 占めて いる。 このうち リッパ 及び ギャング リッパに よる 労働災害 は 最も 多く， その 対策 
も 種々 とられて はいるが， 以前から 安全な 木工 機械 を 製作す るた めの 指針と なるべき 安全 構造 基準の JIS の 制定が 要 
望され ていた。 これら 安全に 関する 問題に ついては 通商産業省に おいても 一部 は 既に 検討' 実施され ている が， 工業 技 

術院 標準 部で も 昭和 51 年度から 4 か 年 計画で 機械 関係の 安全 問題に ついて 調査， 研究 を 行って いる。 すなわち， 機械 
類 全般に 関する 安全 通則の JIS を 作成す る こ と を 目標と して， 社団法人 日本 ま 8«'7' ク: に ダナして 1'% 械 類の 安全 化に 関す 
る 標準化の ための 調查 研究」 を 委託し， 初年 度に 建設機械， 運搬 機械， 農業 機械， 木工 機械の 4 業種 を 対象と して 取り 
上げ， 次年度に 鍛圧 機械， 工作機械 を 追加 して， それぞれの 安全 通則の JIS 原案 を 作成すべく 調査 審議 中で ある。 この 
JIS も， この 一 速の 動きに 対応す る もので， 工業技術 院が 昭和 51 年度に 社団法人 全国 木工 機械工業 会に 対して， リ ッパ 
及び ギャング リ ッパの 安全性に ついての JIS 原案 作成の 委託 を 行った もので あり， その後 昭和 52 年度に おいて， その 
JIS 原案に 基づき 日本 工業 標準 調査 会の 木工 機械 専門 委員会 及び 工作機械 部会が 審 I 谝 • 議決 を 行い, ここに JIS とし 

て 制定した ものである。 

2。 JIS 制定に 当た リ 参考と した 資料 

(1) JIS B 0114 木材 加工 機械の 名称に 関する 用語 

(2) JIS B 4802 木工 用 丸の こ 

(3) JIS B 6501 木材 加工 機械の 試験 方法 通則 

(4) JIS B 6512 リ ッ ブソー 

(5) 木工 機械の 安全 化 技術に 関する 報告書 

こ の 報告 翁 は， 社団法人 全国 木工 機械工学 会が 財団法人 機械 據興 協会からの 委託で 実施 した もので， その 
実験， 研究の データ は JIS 原案の 基に なって いる （委員長 名古屋 大学 農学部 教授 福 井 尚）。 

3. 審議 中 問題に なった 主な 点 全体 を 通して 両者と も 機構が 共通な ところが あるた め 主として 審議され たの は リ ッ 
パ であった が， 主な 点 をみ ると 次のと おりで ある。 

3,1 規格 名称に ついて これ は 当初の 原案 委託 時に おいて は 「リ ッパ 及び ギャング リ ッパの 反ば つ 防止 づ めの 構 
造」 という 名称で， その 内容 も， つめの 形状， 寸法 及び 構造 を 主と した もので あつたが， その後 反ば つ 防止 づ めの 構造 
だけで は 不十分で あり, むしろ 機械 全体の 安全 構造 基準に ついて 考慮すべき であると いう ことで， 表題のと おりに し， 
その 内容 も 総合的な ものと した。 

3.2 適用 範囲に ついて この 規格の 規定 だけで はま だ 十分と は 言えない ので， 備考と して， この JIS の 規定 以外に 
も 労働 安全 衛生 法に 基づく 労働 安全 衛生 規則 及び 木材 加工 用 丸の こ 盤 並びに その 反ば つ 予防 装置 及び 歯の 接触 予防 
装置の 構造 規格に も よ ら なければ ならない とした。 

また， JIS B 6512( リップ ソ一） についても， これ を 参照す るよう に 明記した。 

3.3 加圧 装置に ついて 

(1) リ ツバの 加圧 装置のう ち 押さえ ロールに ついて 初めは" 押さえ ロール は， 主 ロールと 分割 口- ル とし， 主 口 
—ルは 丸の この 前後に 少なく とも 1 本ず つ， 分割 ロール は， のこ 身 を はさむ 位置に 少なく とも 2 組 備えな け 
れ ばなら ない。" とした 力、;， 最近， のこ 軸が テ— プルの 下に ある リッパが 市場に でて きたた め， 検討の 結果， 

解 1 
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のこ 軸が 上に ある リッパと， 下に ある リッパと に 区分して 規定した。 
(2) 分割 ロールと のこ 身との 間隔に ついて， 初めは" 4mm を 超えて はならない。" として あつたが， のこ 径が 
大きい もの はこれ では 小さす ぎる という ことで， 検討の 結果， "のこ 径 350 mm 以下の リ ッパ では 4 mm を， 
のこ 径 350 mm を 超える リ ッパ では 6 mm を 超えて はならない。" と した。 

しかし， これに ついては 安全 上から 見た 場合 は 好ま しい ことで はない （労働省 産業 安全 研究所） などの 意 
見 もあった が， 機械的に もやむ をえない ため， 将来 は 何ら かの 装置 等に よって 間隔 を 少なく する 方向に もつ 
て ゆく ことで 意見の 一致 をみ たので， 今回 はこの ままと し， 今後 検討す る ことと した。 
3.4 つめに ついて 

(1) つめの 構造， 形状 及び 寸法に おいてつ めの 先端 は， 初めは" 研削， 研摩 （一度 は" 切削" になった。） 等に よ 
つて 鋭利に する ものと する。" とあった が， 工作 方法に ついて 规定 する 必要 もな く， むしろ 逆 走 を 防止す る こ 
とが 大事な ので あるから という ことで， "十分， 鋭利で なければ ならない。" と した。 

(2) 材料に おいて 反ば つ 防止 づ めの 先端 は" 焼入れ 処理" を 行って 耐 摩耗 性 を 高く すると あつたが， JIS G 3101 
(一般 構造 用 圧延 鋼材） に 規定す る SS 41 は 焼入れ は 不適当で ある というので， これ を 単に "硬化 処理" と し 
た。 これ は 何ら かの 方法で もよ いから 耐 摩耗 性 を 高める という 意味合いの 表現で あると いうので， JIS の 熱 
処理 用語で 規定して いる 表面 硬化 処理 等の 用語 は， あえて 使用し なかった。 

3.5 ギヤ ンゲリ ツバに ついて ギャング リ ッパ について はリ ッパと 構造が 異なる ため， 板 押さえ 装置， 下部 づめ （跳 
ね 返り 防止 用）， 側 方 防護 板 等の 规定を 設けた。 

4. 原案 作成の 審議 過程に おいて 問題と なった 点 

(1) リ ッパの 送材装 E である キヤ タビラ チェーン を 構成す る キヤ タビラ ピースの 材料に ついては， 現在， 比 K 的 小 
型の 機械に 限って 含 成 樹脂 製の ものが 使 川され ている よう である。 これに ついては， 特に 錄 鉄製に 比べて 劣る 
と は 思われない。 むしろ， コストの 低減， 給油 作業の 不要， 工作物に 対して 汚れ， きずが つかない などの 利点 
が あるので 認めて ほしいと 一部の メーカーから 要望が あった。 そこで 調查を 行って みると， 数 社が 小型の 機械 
に 限って 使用して いる ことが わかった。 

しかし 安全 基準から みた 場合， 引 張 強さ， 耐 摩耗 性 等の 点から どの 程度の 大きさの 機械まで 使用が 可能 か， 
明確な データがない ので， 今後の 研究 • 調査 を 待つ ことにした。 

(2) また キヤ タビラ ピースの 表面 構造に ついて， 滑りの 生じに く い 構造と あるが， r 木工 機械の 安全 化 技術に 関す 

る 報告 雷」 によると， 走行方向に45°傾斜の基盤|^3状のものが望ま しぃとなってぃる。 しかし その後の 調査に 
よると， 必ずしも そのような 結果ば かりで はない ので, 工作 物 の 逆 走と 密接 な 関係が ある この 規定に ついては， 
はっきりした 結果が でる まで 現状の ような 表現に なった。 

(3) その他， 1 本の 軸に 反ば つ 防止と 跳ね返り 防止の 機能 を もつつ め を 取り付けた 機構に ついて 検討した が， この 
よ うな 構造で は， その 効果 は 期待で きないと して 認めない ことと した。 

(4) つめ 列の 端が 丸の この 中心から ].5° 以上 開いて いる ことに ついては， 西独の 安全 基準に おいても 15° 以上と な 
つてい るので 原案 どおりと した。 

(5) 跳ね返り 防止 づ めの つめ 列の 高さに おいて， "つめの 先端が 常に キヤ タ ビラ チェ— ン 又は テ— ブルに 接触した 
状態に 保 たれ …… "と ある 力、 常時 このような 状態に おくと 摩耗 を 早め， かえって 実状に 即さない という こと 
で 検討の 結果， この 状態と は， 完全に 接触して いる 場合と， まさに その 状態に ならう とする 場合と が 含まれる 
との 解釈 をと る ことと した。 

5. 安全 基準の 作成に 際して この 安全 基準 を 作成す る 上に， ロール， キヤ タビラ ピース 及びつ めの 材料の 規定に つ 

いて は 現在 使用され ている もの は 勿論， 将来 使用可能 となる もの を 安全 面から 考慮して 規定し， その 製作 • 設計の 技術 
開発の そ （阻） 害と ならない よ うに 配慮した つも りで ある。 

しかし， 材料に ついての 安全 面から いえば JIS にある もの は， JIS 製品の 使用 を最 優先と する 必要が あり， それらの 

解 2 
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性能に ついても 数値で 規定で きる もの は 抽象的で なく， 極力， 明確に 規定すべき である。 

これ は 構造に ついても 言える ことで， 今後の 安全 基準の JIS を 作って いく 上で， 十分に 検討す る 必要が ある と 思われ 

る。 

従来， 木工 機械 関係の JIS は， 機械 又は それらの 運転 検査 方法 や 精度 検査 方法の 規格が 多かった が， 今回の この JIS 

は， 木工 機械 関係に おいて は 初めての 安全 化 を 目的と した もので あり， 木工 業界に おいて は 画期的な ものである。 

内容 的に は 現在 市場に 出回って いるもの を 対象に して， 将来の あるべき 機種 を JIS 化した もので， 完全と はいえない 

力-;， その ほとんどの 目的 を逹 したと 評価しても よいであろう。 

しか し， この JIS どお り に 作られた ものが 安全で あるた めに は， 今後と も 調査 • 研究 を 必要と する と こ ろで あるが， 

法律 や 基準の 整備 だけでなく， 生産者の 安全の ための た ゆまざる 技術 開発 や 使用者の 正しい 操作が あって こそ， よ り 一 
層の 安全が 保証され るであろう。 



解 3. 



JIS 規格 票の 正 R 票が 免 行され た 場合 は， 下記の 耍領で ご 案内いた します。 

(1) 当 S 会 発行の 月刊誌" 標準化 ジャーナル" に， 正 • 摸の [^容 を 掲載いた します。 

(2) 毎月 第 3 火曜日に， "B 经産衆 新聞' '及び' '日刊 工業 新 Sr の JIS 発行の 広 ft 欄で, 正お 票 

が朵 行され た J IS 規格 番ひ及 び 規 格 名称 をお 知らせい たします。 

正^ 票 を ご 希望の 方 は， 下記 （普及） へ ご 絡 丁 ければ ご 送付いた します。 

なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている SS 門で 正 鎮累が 発行され た 場合 は 自動的に 

お送り 致します。 
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発行所 

財団法人 日本規格協会 
暴 |07_g440 來ぉ 都; 巷 区 赤 奴 4 丁目 ！ー 24 
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東京 （03)35a>- 8002 
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振替 口 00 1 60-2-1 95 146 



礼 ft 支 S 


•060- 


0003 


札幢市 中央 区 北 3 条西 3 丁目 1 礼嵊 大同 生命 ビル 内 
霄 ft 礼幢 <0け）26 卜 0O45 FAX 札繞 （Oil) 22 卜 4020 
援& ： 02760-7-4351 


東北 支部 


•980- 


0014 


仙 台 市 1^ 葉 区 本 町 3 丁目 5- 22 宮城! * 管 工事 会館 内 
言お 仙お （0^2)227- 8336(代表） FAX (022)266-0905 
摄 善 ； 02200-4-8166 


名 古 還 支 » 


•460- 


0008 


名 古騮巿 中区栄 2 丁目 6- 12 白 川 ビル 内 

%m 名 古 «(032)22h8316(ftll) FAX 名 古; I (032)203 - 4«06 
潘 ： 00*fOO- 2- 23283 


ffi 西 支 節 


暴 54" 


0053 


大 R 市 中央 区 本 町 3 丁目 4- 10 本 町 野 村 ビル 内 
« 話 大 E (06)26 卜 80 お (代表） FAX 大 K(06)26 卜 
援き ： 00910^2- 2fi36 


広 島 支部 


暴 730- 


001 1 


広 烏 市中 区 基 町 5- 44 広 a 商工会議所 ビル 内 

霍 B 広 島 （082) 22 卜 7023, 7035, 7036 FAX 広禽 （082)223-7568 

tfr ： 01340-9-^9479 


四国 支 》 


•760- 


0023 


高 松 市 寿 町 2 丁目 2- 10 住友 生命 高 松 寿 町 ビル 内 

%M r^*AM087)g21- 785I FAX (087)821-3261 
： ai6S0 2-3359 


福 岡 支部 


暴 8 12- 


0025 


^^岡市博多区店蜃町ぃ 31 東京 生命 福 岡 ビル 内 
» お «W (092)282-9030 FAX 權灣 （0! な )2 ぬ- 91 は 
摄 き ： 01790-5-21632 
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